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社内ではデジタルトランスフォーメーション
推進にも携わっています。

　
Ｍ
Ｒ（
医
薬
情
報
担
当
者
）と
し
て
、医

師
や
薬
剤
師
と
い
っ
た
医
療
従
事
者
に
対

し
、医
薬
品
や
疾
患
に
つ
い
て
の
情
報
提
供

を
行
っ
て
い
ま
す
。現
在
の
部
署
で
は
、特

に
リ
ン
パ
腫
や
骨
髄
腫
な
ど「
血
液
が
ん
」

領
域
の
治
療
に
あ
た
る
千
葉
県
の
大
病
院

を
中
心
に
担
当
し
て
い
ま
す
。自
社
の
薬

剤
に
関
す
る
情
報
に
加
え
、治
療
に
関
す

る
最
新
の
研
究
成
果（
論
文
）を
学
び
、い

つ
で
も
医
療
者
の
求
め
に
応
じ
て
答
え
ら

れ
る
準
備
を
し
て
い
ま
す
。

　
診
療
所
や
ク
リ
ニ
ッ
ク
な
ど
地
域
の「
か
か
り

つ
け
医
」に
な
る
よ
う
な
医
療
従
事
者
を
対
象

に
、専
門
医
か
ら
治
療
に
関
す
る
情
報
提
供
を

行
う
講
演
会
を
企
画
・
開
催
す
る
こ
と
も
あ
り

ま
す
。ま
た
、企
業
と
し
て
が
ん
関
連
疾
患
の
啓

発
活
動
を
行
っ
て
お
り
、医
療
関
係
者
が
行
う

市
民
公
開
講
座
な
ど
を
お
手
伝
い
す
る
こ
と
も

あ
り
ま
す
。こ
う
し
た
講
演
や
講
座
を
通
し
て

疾
患
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
て
も
ら
う
こ
と

で
、地
域
で
の
治
療
を
間
接
的
に
サ
ポ
ー
ト
し

て
い
ま
す
。

　
病
気
に
か
か
る
と
、患
者
さ
ん
自
身
だ
け
で

な
く
家
族
な
ど
周
り
の
人
た
ち
も
ネ
ガ
テ
ィ
ブ

な
気
持
ち
に
な
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。治
療
に

よ
り
こ
う
し
た
状
況
を
変
え
ら
れ
る「
医
療
の

仕
事
」に
は
、大
学
入
学
前
か
ら
関
心
を
持
っ
て

い
ま
し
た
。理
系
の
イ
メ
ー
ジ
が
強
い
業
界
で

す
が
、Ｍ
Ｒ
な
ら
文
系
出
身
者
で
も
関
わ
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。医
師
へ
の
情
報
提
供
や
サ

ポ
ー
ト
を
通
し
て
、命
に
関
わ
る
よ
う
な
疾
患

の
治
療
に
も
貢
献
で
き
る
と
こ
ろ
に
、や
り
が

い
を
感
じ
て
い
ま
す
。

　
失
敗
す
る
こ
と
も
、も
ち
ろ
ん
あ
り
ま
す
。医

師
が
多
忙
な
時
に
求
め
て
い
な
い
情
報
を
一
方

的
に
伝
え
て
し
ま
い
叱
ら
れ
た
こ
と
も
あ
り
ま

し
た
。改
善
の
き
っ
か
け
に
な
っ
た
の
は
、尊
敬

で
き
る
人
た
ち
と
出
会
え
た
こ
と
。特
に
、自
ら

の
仕
事
や
時
間
の
使
い
方
に
ス
ト
イ
ッ
ク
な
医

師
の
姿
は
、私
自
身
の
仕
事
に
対
す
る
モ
チ

ベ
ー
シ
ョ
ン
に
も
つ
な
が
り
ま
し
た
。

　
現
在
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
で
テ
レ

ワ
ー
ク
が
中
心
と
な
り
、医
療
機
関
を
訪
問
す
る

こ
と
も
難
し
く
な
り
ま
し
た
。そ
れ
で
も
、オ
ン
ラ

イ
ン
で
医
師
に
情
報
提
供
す
る
際
、遠
方
の
社
内

各
部
門
担
当
者
が
同
席
し
、チ
ー
ム
で
説
明
に
あ

た
る
な
ど
、こ
う
し
た
状
況
だ
か
ら
こ
そ
で
き
る

こ
と・
得
ら
れ
る
経
験
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と

考
え
て
い
ま
す
。

　
常
々
感
じ
る
の
は
、学
生
時
代
を
含
め
こ
れ
ま

で
の
経
験
が
、す
べ
て
現
在
の
自
分
に
つ
な
が
っ
て

い
る
と
い
う
こ
と
で
す
。在
学
中
に
は「
ダ
ン
ス
フ

リ
ー
ス
タ
イ
ル
」の
代
表
を
務
め
ま
し
た
。１
５
０

人
以
上
の
部
員
と
関
わ
る
中
で
、そ
れ
ぞ
れ
の
話

に
耳
を
傾
け
、相
手
の
考
え
や
気
持
ち
を
推
し
量

る
習
慣
が
身
に
つ
き
ま
し
た
。こ
れ
は
、医
師
を
は

じ
め
多
く
の
方
と
関
わ
る
Ｍ
Ｒ
の
仕
事
に
役
立
っ

て
い
ま
す
。

　
目
の
前
に
あ
る
事
物
に
い
ま
は
価
値
が
分
か

ら
な
く
て
も
、後
に
な
っ
て
意
味
を
持
つ
こ
と
が

あ
り
ま
す
。学
生
の
み
な
さ
ん
に
は
、自
分
が
夢

中
に
な
れ
る
こ
と
は
、ど
ん
な
こ
と
で
も
や
り
続

け
て
も
ら
い
た
い
で
す
。

い
ま
夢
中
に
な
っ
て
い
る
も
の
が

い
つ
か
自
分
の
強
み
に
な
る

卒
業
生
に

仕
事
に
つ
い
て
の
喜
び
や
、

獨
大
生
に
向
け
て
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を

語
っ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

武田薬品工業株式会社
日本オンコロジー事業部 血液腫瘍領域部

柘野　勝 さん（15年仏卒）

柘野さんのある一日のタイムスケジュール

昼 Web面談
（医師のご都合のよい時間）

夕方 Web面談
（医師のご都合のよい時間）

面会振り返り
翌日以降準備
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※ 新型コロナウイルスの影響前は車移動であったが、現在、移動時間が大幅にカットされ、これまで以上に有効活用可能な時間が増えた。

内勤業務（自宅）
●面会準備(文献/最新情報確認)

隙間時間での内勤業務
●講演会企画書類作成  ●製品説明会準備

つげの まさる

キ
ャ
ン
パ
ス
ニ
ュ
ー
ス

アンケート結果について（授業評価部分）
各項目における＜そう思う＞＜ややそう思う＞の割合は合わせて８５％前後である。各項目の評価
指数は、他の授業形態（「外国語」、「演習」、「体育」）のそれと比較して最も低い。過去との比較
では、全ての項目において3年連続で、＜そう思う＞＜ややそう思う＞の合計が増加している。一
方で、「２．この授業の担当教員の説明はわかりやすかった」、「４．この授業の難易度・進度は自
分にとって適切であった」、「５．この授業の担当教員は学生の質問や要望に応えた」は昨年度と
比較して＜そう思わない＞＜あまりそう思わない＞の合計が増加している。
各項目における＜そう思う＞＜ややそう思う＞の割合は合わせて８８％前後である。各項目の評価
指数は、授業形態別では概ね「講義」より高く、「演習」、「体育」より低い。過去との比較では、全
ての項目において3年連続で＜そう思わない＞＜あまりそう思わない＞の合計が減少していたが、
今年度は、「２．この授業の担当教員の説明はわかりやすかった」、「５．この授業の担当教員は学
生の質問や要望に応えた」の＜そう思わない＞＜あまりそう思わない＞の合計が増加している。
各項目における＜そう思う＞＜ややそう思う＞の割合は合わせて９３％前後である。各項目の評価
指数は、授業形態別では「体育」と並んで高い。過去との比較では、全ての項目において3年連
続で、＜そう思う＞＜ややそう思う＞の合計が増加し、＜そう思わない＞＜あまりそう思わない＞の
合計が減少していたが、今年度は、「２．この授業の担当教員の説明はわかりやすかった」、「４．こ
の授業の難易度・進度は自分にとって適切であった」、「５．この授業の担当教員は学生の質問
や要望に応えた」の＜そう思う＞＜ややそう思う＞の合計が減少し、全ての項目において＜そう思
わない＞＜あまりそう思わない＞の合計が増加している。
各項目における＜そう思う＞＜ややそう思う＞の割合は合わせて９０％前後である。各項目の評価
指数は、授業形態別では概ね「講義」、「外国語」より高く、「演習」と同程度の水準である。過去
との比較では、「５．この授業の担当教員は学生の質問や要望に応えた」以外の項目において2
年連続で、＜そう思う＞＜ややそう思う＞の合計が増加している。一方で、全ての項目において昨
年度と比較して＜そう思わない＞＜あまりそう思わない＞の合計が増加している。
4つの授業形態全てにおいて、「２．この授業の担当教員の説明はわかりやすかった」、「５．この
授業の担当教員は学生の質問や要望に応えた」の＜そう思わない＞＜あまりそう思わない＞の
割合が増加している原因は、新型コロナウイルスの感染拡大を防ぐため、急遽、遠隔授業が導
入された影響と考えられる。

20２０年度春学期「学生による授業評価アンケート」全体集計結果 
２０２０年度春学期「学生による授業評価アンケート」の授業形態別（講義・外国語・演習・体育）の
全学的な平均値を報告します。

【実施概要・調査方法】
　2020年度春学期「学生による授業評価アンケート」は、原則、第１１回目ある
いは第１２回目の授業日（最終授業日）（8月3日～15日）の指定クラスにて教員
から学生への指示の下で行いました。しかしながら、新型コロナウイルスの影響に
より遠隔授業となり、リアルタイム型以外の授業では授業中に教員から学生へ指
示を出すのが難しいため、対象となる全ての学生に対して、8月3日～8月16日の
間に各自アンケートに回答するようPorTaⅡ個人向け掲示板や電子メールなどに
より呼びかけました。
　アンケートはアンケートＡ（選択式）とアンケートＢ（自由記述）の方式をとり、アン
ケートＡでは授業ごとに「学生の出席状況」「授業に関する５項目の質問」「授業
の問題点」について選択肢を設けました。アンケートＢでは学生からの要望・意見
を記述式で求めました。
　また、回答者の授業評価が一定以上出席した上での判断であるかどうかを把
握するために出席状況を確認し、「24％以下」、「ほぼ全回欠席」と回答した人に
対しては、低出席の理由を回答する選択肢を設けました。
【集計方法】
　アンケートＡは授業ごとの満足度を集計しました。アンケートＢは学科・学年・出
席状況の入力と、自由記述部分は回答者が入力した原文をそのまま集計しまし
た。なお、集計の際には学生個人を特定するデータは一切含まれていません。
【集計結果】
　以下の全体集計結果をご参照ください。

【教員へのアンケート結果の報告】
　アンケートＡおよびアンケートＢの集計結果については、各教員は8月26日から
各自の担当科目についてPorTaⅡで閲覧可能となっています。
　また、各教員が自身の授業への評価が全学でどの位置にあるかを把握できるよ
う、担当する授業の評価と全学平均を比較表示した資料を個別配付しました。資
料では、授業に関する５項目の質問の回答を「そう思う＝1.5」「ややそう思う＝
0.5」「あまりそう思わない＝－0.5」「そう思わない＝－1.5」「わからない＝0」とし
て、平均値を算出し、評価指数としました。
　なお、アンケートＡおよびアンケートＢとも回答者が特定できないようにシステム
設計されています。
【今後の方針】
　授業評価アンケートにより、教員は学生の授業に対する評価・感想・要望などを知
ることができ、授業計画の修正や、授業方法の改善を図ることができます。授業評価
アンケートは学生の意見をとり入れながら授業の質や教育効果を高めていく手段とし
て重要なものです。
　本学ではアンケート結果に対する各教員からの学生へのフィードバックを公表する
制度（※）を継続して実施しています。授業に対する教員・学生の理解が互いに深ま
り、よりよい授業が展開されるよう取り組んでいきたいと考えています。

講　義

外国語

演　習

体　育

その他

２０20年度春学期

授業形態別　出席状況（全学平均）1 単位 ％

項　目 選択肢
講　義

20春学期 19春学期 20春学期 19春学期 20春学期 19春学期 20春学期 19春学期

外国語 演　習 体　育

出席状況

100－75％
  74－50％
  49－25％
24％以下
ほぼ全回欠席
不明（未記入）

92.2 
5.1 
1.2 
0.7 
0.8 
0.0 

71.3 
15.5 
6.3 
2.2 
2.9 
2.8 

96.1 
2.8 
0.5 
0.3 
0.3 
0.0 

88.9 
6.3 
1.0 
0.8 
1.2 
2.3 

94.0 
4.6 
0.8 
0.2 
0.4 
0.0 

86.8 
8.8 
1.6 
0.8 
0.4 
2.5 

93.3 
4.4 
2.2 
0.0 
0.0 
0.0 

81.7 
8.5 
2.0 
1.5 
4.6 
2.2 

注：2019年春学期までは紙媒体でアンケートを実施しています。

授業形態別　授業評価（全学平均）3 単位 ％

20春学期 19春学期 20春学期 19春学期 20春学期 19春学期 20春学期 19春学期
項　目 選択肢

講　義 外国語 演　習 体　育

1．
この授業の目標
設定と内容は
適切であった

2．
この授業の担
当教員の説明
はわかりやす
かった

3．
この授業は知的
関心・教養を高め
たり、専門的知識・
技能を身につける
上で役立った

4．
この授業の難
易度・進度は自
分にとって適切
であった

5．
この授業の担
当教員は学生
の質問や要望
に応えた

そう思う
ややそう思う
あまりそう思わない
そう思わない
わからない
評価指数（ポイント）
そう思う
ややそう思う
あまりそう思わない
そう思わない
わからない
評価指数（ポイント）
そう思う
ややそう思う
あまりそう思わない
そう思わない
わからない
評価指数（ポイント）
そう思う
ややそう思う
あまりそう思わない
そう思わない
わからない
評価指数（ポイント）
そう思う
ややそう思う
あまりそう思わない
そう思わない
わからない
評価指数（ポイント）

63.3 
26.5 
5.8 
3.0 
1.4 
1.0 
54.7 
27.6 
10.0 
5.9 
1.7 
0.8 
59.0 
28.8 
7.4 
3.4 
1.4 
0.9 
53.0 
29.5 
10.4 
5.4 
1.6 
0.8 
56.9 
25.5 
7.3 
4.6 
5.7 
0.9 

51.8 
33.3 
7.2 
2.7 
5.1 
0.9 
47.3 
32.5 
10.5 
4.7 
5.0 
0.7 
49.4 
33.1 
8.9 
3.5 
5.1 
0.8 
45.8 
34.3 
10.2 
4.2 
5.5 
0.7 
48.9 
32.7 
8.2 
3.2 
7.0 
0.8 

68.0 
23.8 
5.1 
2.2 
0.9 
1.1 
58.5 
26.3 
9.5 
4.1 
1.6 
0.9 
62.7 
27.3 
6.3 
2.7 
1.0 
1.0 
57.4 
29.2 
8.8 
3.5 
1.0 
0.9 
63.4 
23.4 
6.0 
3.0 
4.1 
1.0 

63.6 
26.6 
5.0 
2.3 
2.5 
1.0 
59.0 
27.3 
7.7 
3.5 
2.4 
0.9 
60.3 
28.1 
6.3 
2.8 
2.5 
1.0 
55.9 
28.5 
8.8 
4.3 
2.5 
0.9 
62.1 
26.1 
5.4 
2.7 
3.7 
1.0 

75.6 
19.7 
2.3 
1.3 
1.1 
1.2 
73.0 
20.0 
4.0 
2.0 
0.9 
1.1 
73.5 
21.6 
2.9 
1.4 
0.6 
1.2 
66.8 
24.1 
6.2 
1.8 
1.1 
1.1 
76.1 
17.4 
2.5 
1.3 
2.7 
1.2 

74.7 
20.2 
2.7 
0.7 
1.8 
1.2 
74.3 
19.9 
3.2 
1.0 
1.7 
1.2 
74.6 
19.6 
3.2 
0.7 
1.8 
1.2 
70.9 
21.7 
4.3 
1.0 
2.1 
1.1 
76.4 
18.1 
2.5 
0.8 
2.3 
1.2 

75.6 
17.8 
4.4 
0.0 
2.2 
1.2 
77.8 
17.8 
2.2 
2.2 
0.0 
1.2 
66.7 
26.7 
6.7 
0.0 
0.0 
1.1 
68.9 
22.2 
4.4 
2.2 
2.2 
1.1 
60.0 
20.0 
8.9 
4.4 
6.7 
0.9 

78.1 
13.6 
1.7 
0.9 
5.7 
1.2 
75.3 
14.7 
3.1 
1.0 
5.8 
1.2 
73.3 
15.6 
3.2 
1.4 
6.4 
1.1 
72.4 
15.9 
3.9 
1.7 
6.0 
1.1 
73.9 
14.5 
2.3 
2.0 
7.3 
1.1 

注 1：「低出席者率」とは、出席状況「24％以下」「ほぼ全回欠席」を選択した人の率を指しますが、回答
者の評価がその授業に一定程度出席した上での判断かどうかを把握するための作業上の基準で
あり、履修上必要な最低限の出席頻度を意味するものではありません。

注 2：複数回答可。値は低出席者数における回答数で表したものです。

授業形態別　低出席者率・理由（全学平均）2 単位 ％

項　目 選択肢
講　義 外国語 演　習 体　育

低出席者率

低出席理由

授業内容に不満
必修科目外
アルバイト
就職活動
クラブ・サークル
不明（未記入）

1.5 
39.7 
18.3 
9.7 
15.6 
0.4 
28.4 

5.1 
20.6 
22.5 
11.7 
21.7 
2.2 
25.2 

0.6 
42.9 
19.0 
7.1 
19.0 
0.0 
26.2 

2.0 
28.3 
13.4 
11.2 
13.7 
2.5 
34.7 

0.6 
0.0 
7.7 
15.4 
38.5 
0.0 
46.2 

1.2 
1.6 
3.3 
13.1 
68.9 
0.0 
16.4 

0.0 
0.0 
0.0 
0.0 
0.0 
0.0 
0.0 

6.1 
14.7 
35.3 
5.9 
30.9 
2.9 
13.2 

20春学期 19春学期 20春学期 19春学期 20春学期 19春学期 20春学期 19春学期

授業形態別　授業の問題（全学平均）　4 単位 ％

20春学期 19春学期 20春学期 19春学期 20春学期 19春学期 20春学期 19春学期

4.0 
7.0 
1.2 
3.7 
0.1 
0.3 
0.4 
2.3 

1.4 
0.9 
3.3 
3.8 
2.4 
0.1 
0.6 
0.9 

1.8 
5.9 
1.1 
4.1 
0.1 
0.5 
1.1 
2.5 

1.4 
1.9 
1.5 
3.2 
1.7 
0.0 
0.7 
1.1 

1.4 
2.9 
0.3 
1.8 
0.0 
0.1 
0.0 
1.0 

0.3 
0.9 
0.2 
0.8 
0.6 
0.0 
0.4 
0.5 

2.2 
2.2 
0.0 
0.0 
0.0 
0.0 
0.0 
0.0 

0.2 
0.1 
0.0 
0.7 
0.2 
0.1 
0.0 
0.9 

項　目 選択肢
講　義 外国語 演　習 体　育

授業の問題

テキストや教材が適切でない
宿題・課題が適切でない
板書が見えにくい
教員の話が聞き取りにくい
学生の私語が多い
未掲示休講がある
教員の遅刻・早退が多い
その他

※学生へのフィードバック公表制度について
　各教員の任意によりフィードバックが寄せられます。内容は評価結果について
①項目別の納得度および項目別の意見・感想、②全体の納得度、③全体の意
見・感想が記されています。フィードバックは、PorTaⅡにより当該科目の受講生限
定で9月28日から随時公表しています。

20春学期 8,436
8,565

3,061
6,140

36.28%
71.69%19春学期

対象者数 回答者数 回答率

「学生による授業評価アンケート」実施報告

注：複数回答可。値は「回答者÷対象者数」で算出しています。


